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８
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１

２
０
回
国
会
対
策
委
員
会
で
は
正

副
委
員
長
の
選
任
ま
で
の
間
、
佐

藤
祐
文
・
本
会
会
長
（
横
浜
市
）

が
議
事
を
進
行
。
委
員
長
に
は
須

田
毅
・
相
模
原
市
議
会
議
長
が
、

副
委
員
長
に
は
後
藤
健
・
能
代
市

議
会
議
長
、
宇
田
川
好
秀
・
川
口

市
議
会
議
長
が
就
任
し
た
。
協
議

で
は
、
平
成
２６
年
度
政
府
予
算
に

関
す
る
重
点
要
望
と
東
日
本
大
震

災
に
関
す
る
要
望
�
２
面
に
抜
粋

等
を
掲
載
�
な
ど
を
決
定
し
た
。

会
議
の
の
ち
正
副
委
員
長
と
斎

藤
賢
一
・
委
員
（
二
本
松
市
）
、

中
谷
尚
敬
・
委
員
（
生
駒
市
）
は

政
府
要
職
者
に
対
し
面
談
。
同
委

員
会
の
各
委
員
も
会
議
終
了
後
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
を
中
心
に

要
請
活
動
を
実
施
し
た
。
な
お
、
当

日
は
講
師
と
し
て
総
務
省
大
臣
官

房
の
平
嶋
彰
英
・
審
議
官（
税
務
担

当
）
が
税
制
改
正
を
説
明
し
た
。

政
府
は
８
月
８
日
、
中
期
財
政

計
画
と
平
成
２６
年
度
予
算
の
概
算

要
求
基
準
を
閣
議
了
解
し
た
。
今

年
の
秋
に
消
費
税
率
を
引
き
上
げ

る
か
判
断
す
る
た
め
、
増
税
の
実

施
は
同
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
。
▼
４
面
に
概
算
要
求
基
準

財
政
健
全
化
に
向
け
た
目
標
と

し
て
同
計
画
で
は
対
平
成
２２
年
度

比
で
、
２７
年
度
ま
で
に
国
・
地
方

あ
わ
せ
た
基
礎
的
財
政
収
支
（
Ｐ

Ｂ
）
を
半
減
さ
せ
、
３２
年
度
ま
で

に
黒
字
化
さ
せ
る
と
し
た
。
当
面

は
２７
年
度
の
目
標
達
成
に
向
け
、

２６
年
度
と
２７
年
度
の
２
年
度
で
国

・
地
方
あ
わ
せ
た
Ｐ
Ｂ
の
改
善
に

注
力
す
る
。

国
の
一
般
会
計
の
Ｐ
Ｂ
に
つ
い

て
は
少
な
く
と
も
２６
年
度
と
２７
年

度
の
２
年
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
４
兆

円
程
度
を
改
善
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
。
２５
年
度
の
２３
兆
円
程

度
か
ら
２７
年
度
に
は
１５
兆
円
程
度

に
ま
で
赤
字
額
を
圧
縮
す
る
。
地

方
と
あ
わ
せ
た
Ｐ
Ｂ
で
は
、
２５
年

度
の
３４
・
０
兆
円
か
ら
２７
年
度
に

は
１７
・
１
兆
円
へ
半
減
さ
せ
る
。

新
規
国
債
発
行
額
は
２６
年
度
と

２７
年
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
２５
年
度
を

上
回
ら
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力

を
払
う
。
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、

２６
年
度
と
２７
年
度
の
地
方
財
政
計

画
の
水
準
が
２５
年
度
か
ら
下
回
ら

な
い
よ
う
に
し
、
実
質
的
に
同
水

準
を
確
保
す
る
方
針
を
示
し
た
。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
地
財
計
画
か

ら
は
、
東
日
本
大
震
災
に
充
て
ら

れ
る
一
般
財
源
が
除
か
れ
る
。

３２
年
度
の
目
標
達
成
に
向
け
て

は
２７
年
度
ま
で
の
取
り
組
み
と
同

様
に
、
一
般
会
計
上
の
Ｐ
Ｂ
を
改

善
し
黒
字
化
を
達
成
す
る
こ
と
が

基
本
方
針
だ
と
し
た
。

要要
請請
先先
（（
順順
不不
同同
））

�
根
本
匠
・
復
興
大
臣
（
右
）�

新
藤
義
孝
・
総
務
大
臣
（
中
央
）�

左
か
ら
後
藤
・
副
委
員
長
、
中
谷

・
委
員
、
高
市
早
苗
・
自
民
党
政

務
調
査
会
長
、
須
田
・
委
員
長
、

宇
田
川
・
副
委
員
長
、
斎
藤
・
委

員
�
金
田
勝
年
・
衆
議
院
財
務
金

融
委
員
長
（
右
奥
）
※
あ
か
ま
二
郎

・
自
民
党
法
務
・
自
治
関
係
団
体

委
員
会
副
委
員
長
（
秘
書
対
応
）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1877号８月１５日平成25年
（2013年）
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正正副副委委員員長長をを選選任任
国対委が２５年度の初会合開催

委員長に須田毅・相模原市議長

中中
期期
財財
政政
計計
画画
とと
概概
算算
要要
求求
基基
準準
をを
閣閣
議議
了了
解解

Ｐ
Ｂ
赤
字
は
２７
年
度
ま
で
に
半
減

須田毅・国対委員長
（相模原市）

正副委員長が選任されるまで
佐藤・本会会長が議事を進行

（１） 平成２５年８月１５日 第１８７７号
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第８９回定期総会議決事項
東日本大震災からの復旧・復興に関する要望

東日本大震災から２年２ヶ月が経過した。

被災自治体においては、復旧・復興に向けて

懸命の努力がなされているものの、ライフラ

イン・公共施設の復旧、被災者の生活再建や

地域産業の再生等に加え、東京電力福島第一

原子力発電所事故に起因する放射性物質によ

る汚染問題への対応など、解決すべき困難な

課題が数多く山積している。

発災以来、我々全国の市では、それぞれ被

災地に対し出来得る限りの支援を行ってきた

ところであるが、これからの被災地の復旧・

復興に向け、さらに全力で支援を行っていく

決意である。

国においては、東日本大震災の被災地の復

興を最優先課題と位置づけ、予算の重点化を

行うとともに様々な施策を推進することで、

被災地の復旧・復興に尽力されているところ

であるが、早期復興に向け、被災地の要望を

より一層丁寧にくみ取り、迅速かつ柔軟な対

応を講じていくことが重要である。

よって、国においては、全ての国民が念願

する被災地全体の一日も早い復旧・復興の実

現に向け、国の総力を結集することにより、

さらに万全の措置を講じるよう強く要望する。

以上決議する。

平成２５年５月２２日

全国市議会議長会

社
会
文
教
委
員
会
（
委
員
長
�

永
岡
禎
・
名
張
市
議
会
議
長
）
は

７
月
３１
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会

館
で
第
１
４
７
回
委
員
会
を
開
催

し
た
。
当
日
は
地
域
医
療
施
策
な

ど
９
項
目
の
柱
か
ら
な
る
社
会
文

教
施
策
に
関
す
る
要
望
�
下
掲
�

を
決
定
。
東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
要
望
も
決
定
し
た
�
左
掲
。
同

要
望
は
本
会
の
第
８９
回
定
期
総
会

で
議
決
さ
れ
た
も
の
で
、
各
委
員

会
共
管
で
要
望
し
て
い
く
。

会
議
終
了
後
、
正
副
委
員
長
に

よ
る
実
行
運
動
班
を
編
成
。
永
岡

・
委
員
長
、
瀬
川
健
則
・
副
委
員

長
（
八
幡
平
市
）
、
山
本
茂
夫
・

副
委
員
長
（
香
南
市
）
は
原
�
壽

・
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
ら
に
面

談
し
、
要
望
事
項
実
現
に
向
け
協

力
を
要
請
し
た
。
同
委
員
会
の
各

委
員
も
会
議
終
了
後
に
は
、
地
元

選
出
の
国
会
議
員
を
中
心
に
要
請

活
動
を
実
施
し
た
。

な
お
、
当
日
は
講
師
と
し
て
厚

生
労
働
省
医
政
局
指
導
課
の
長
谷

川
学
・
課
長
補
佐
が
地
域
医
療
政

策
の
現
状
な
ど
を
説
明
し
た
。

社社
会会
文文
教教
施施
策策
にに
関関

すす
るる
要要
望望（（
抜抜
粋粋
））

�
地
域
医
療
施
策
�
医
師
不
足
・

偏
在
対
策
等
、
救
急
医
療
の
確
保

・
充
実
、
公
立
病
院
へ
の
財
政
措

置
�
保
健
衛
生
施
策
等
�
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
が
ん
検
診

の
推
進
、
食
品
安
全
対
策
、
水
道
事

業
、
自
殺
防
止
対
策
、
こ
こ
ろ
の
健

康
を
守
り
推
進
す
る
基
本
法
の
制

定
�
医
療
保
険
制
度
�
医
療
制
度

改
革
、
国
民
健
康
保
険
制
度
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
�
介
護
保
険
制

度
�
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
、

人
材
の
確
保
な
ど
�
少
子
化
対
策

等
�
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
、
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
、
放
課
後
児
童

対
策
、
不
妊
治
療
へ
の
財
政
措
置

�
雇
用
対
策
�
地
域
雇
用
対
策
、

若
年
者
雇
用
対
策
、
新
た
な
雇
用

創
出
事
業
の
実
施
な
ど
�
社
会
福

祉
施
策
�
障
が
い
者
施
策
、
生
活

保
護
制
度
な
ど
	
環
境
保
全
施
策

�
地
球
温
暖
化
対
策
、
廃
棄
物
処

理
対
策
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

制
度
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
、

海
岸
漂
着
物
対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
、
皮
革
排
水
処
理
施
設
、
原

子
力
発
電
所
事
故
へ
の
対
応
、
放

射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ


文
教

施
策
�
教
育
予
算
、
少
人
数
教
育

の
実
現
、
特
別
支
援
教
育
、
公
立

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化

震震
災災
関関
連連
のの
要要
望望
はは

３３
本本
のの
柱柱
かか
らら
構構
成成

「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
要

望
」
は
上
掲
の
要
望
の
ほ
か
、
２

本
の
大
き
な
柱
を
加
え
構
成
さ
れ

て
い
る
。
２
つ
の
柱
と
も
本
会
の

定
期
総
会
で
部
会
提
出
議
案
と
し

て
東
北
部
会
よ
り
提
出
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
決
定
し
た
も
の
。
要

望
の
抜
粋
は
以
下
の
と
お
り
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
旧

・
復
興
に
関
す
る
要
望
�
�
復
旧

・
復
興
事
業
予
算
の
総
額
確
保
と

実
態
に
即
し
た
財
政
支
援
等
�
被

災
者
の
生
活
再
建
支
援
等
�
地
域

産
業
の
復
旧
・
復
興
に
対
す
る
支

援
�
公
共
施
設
等
の
復
旧
・
再
整

備
�
被
災
者
に
対
す
る
社
会
保
障

等
�
医
療
機
関
に
対
す
る
支
援
等

	
被
災
地
復
興
の
た
め
の
人
的
支

援


今
後
の
防
災
対
策
等

原
子
力
発
電
所
事
故
災
害
へ
の
対

応
に
関
す
る
要
望
�
�
被
災
者
及

び
各
種
産
業
等
に
対
す
る
賠
償
等

�
被
災
者
及
び
各
種
産
業
等
の
復

旧
・
復
興
支
援
�
被
災
者
の
健
康

不
安
、
被
害
の
解
消
�
放
射
性
物

質
の
除
染
対
策
等
�
仮
置
場
、
中

間
貯
蔵
施
設
、
最
終
処
分
場
の
建

設
等

社社
文文
委委
がが
２２５５
年年
度度
初初
のの
委委
員員
会会

所
管
事
項
の
要
望
な
ど
を
決
定

永岡・委員長（左から２人目）が開会あいさつ

永岡禎・社文委員長
（名張市）

原
�
壽
・
厚
生
労
働
省
医
政
局
長

（
左
か
ら
２
人
目
）
に
対
し
要
望

第１８７７号 平成２５年８月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会
（
会
長
�
栗
田
彰
・
大
崎
市
議
会
議

長
）
は
７
月
３０
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
正
副
会
長
・
監
事
・

相
談
役
会
議
を
開
催
し
「
広
域
行
政
施
策
に
関
す
る
要
望
」
を
取
り

ま
と
め
た
ほ
か
、
「
南
信
州
定
住
自
立
圏
の
取
組
に
つ
い
て
」
の
説

明
を
聴
取
し
た
。
講
師
は
、
飯
田
市
企
画
部
企
画
課
の
秦
野
高
彦
・

企
画
調
整
係
長
。
飯
田
市
は
全
国
に
先
駆
け
て
南
信
州
定
住
自
立
圏

を
結
成
し
、
救
急
・
産
科
医
療
体
制
の
確
保
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

定定
住住
自自
立立
圏圏
でで
説説
明明
聴聴
取取

会
議
で
は
平
成
２４
年
度
歳
入
歳

出
決
算
を
協
議
し
内
容
を
了
承
。

２６
年
２
月
開
催
の
第
４５
回
総
会
へ

同
決
算
を
諮
る
こ
と
と
し
た
。
同

決
算
に
つ
い
て
は
会
議
に
先
立
ち

会
計
監
査
を
実
施
し
て
お
り
、
第

４５
回
総
会
で
の
会
計
監
査
結
果
の

報
告
者
に
は
監
事
を
代
表
し
、
廣

井
洋
司
・
天
理
市
議
会
議
長
が
務

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
日
、
決

定
し
た
要
望
は
▽
広
域
行
政
施
策

へ
の
財
政
支
援
▽
弾
力
的
な
広
域

連
携
の
制
度
創
設
―
の
２
点
。

飯
田
市
か
ら
先
進
事
例
を
学
ぶ
―
広
域
協

【
定
住
自
立
圏
構
想
】
中
心
市
と

周
辺
市
町
村
で
圏
域
を
構
成
し
、

人
口
定
住
に
必
要
な
生
活
機
能
な

ど
を
確
保
す
る
取
り
組
み
。
中
心

市
と
周
辺
市
町
村
が
１
対
１
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
議
決
を
経
て

協
定
を
締
結
す
る
。
中
心
市
に
は

年
間
４
０
０
０
万
円
程
度
を
基
本

と
し
特
別
交
付
税
が
措
置
さ
れ
る
。

南
信
州
定
住
自
立
圏
の
取
組

秦
野
係
長
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

飯
田
市
と
下
伊
那
郡
１３
町
村
で
構

成
さ
れ
る
南
信
州
圏
域
は
、
地
理

的
な
条
件
も
あ
っ
て
古
く
か
ら
圏

域
内
の
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
。
現

在
の
南
信
州
圏
域
は
、
人
口
が
１６

万
５
７
３
５
人
、
圏
域
内
の
面
積

が
１
９
２
９
・
１９
平
方
�
。
周
囲

を
山
々
に
囲
ま
れ
た
同
圏
域
は
全

国
に
先
駆
け
平
成
２１
年
、
定
住
自

立
圏
を
発
足
さ
せ
た
地
域
と
し
て

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

【
今
号
か
ら
２
回
に
分
け
掲
載
】

総
務
省
の
「
定
住
自
立
圏
構
想

の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

会
（
第
２
回
）
」
で
用
い
た
調
査

結
果
に
よ
れ
ば
、
定
住
自
立
圏
の

宣
言
済
中
心
市
８４
団
体
で
顕
著
に

効
果
が
現
れ
た
上
位
３
分
野
は
�

医
療
�
４８
％
�
公
共
交
通
�
３１
％

�
産
業
振
興
�
３０
％
―
の
順
。
医

療
分
野
が
突
出
し
て
お
り
、
同
分

野
へ
の
期
待
の
高
さ
が
窺
え
る
。

南
信
州
定
住
自
立
圏
で
も
救
急

や
産
科
の
医
療
体
制
確
保
に
務
め

て
い
る
と
こ
ろ
。
老
年
人
口
率
が

全
国
で
２３
・
４
％
、
県
２６
・
７
％

に
対
し
、
同
圏
で
は
２９
・
５
％
。

全
国
と
比
べ
６
・
１
％
も
高
い
。

対
１０
万
人
当
た
り
の
医
師
数
も
全

国
が
２
１
９
・
０
人
、
県
が
２
０

５
・
０
人
に
対
し
、
同
圏
で
は
１

７
３
・
４
人
。
全
国
と
比
べ
４５
・

６
人
も
少
な
い
。
面
積
が
広
く
山

間
へ
き
地
も
抱
え
る
同
圏
は
、
高

度
専
門
医
療
機
関
か
ら
遠
距
離
に

位
置
す
る
た
め
、
圏
内
で
一
定
程

度
の
医
療
水
準
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
健
や
か
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
「
医
療

の
充
実
」
が
重
要
で
あ
り
不
可
欠

な
た
め
、
救
急
医
療
の
充
実
な
ど

を
目
指
し
同
圏
の
中
心
市
で
あ
る

飯
田
市
で
は
広
い
圏
域
を
カ
バ
ー

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

【南信州定住自立圏】

【南信州定住
自立圏】

広域協会長
栗田彰（大崎市）

表③

表②

表①

飯
田
市
の
秦
野
係
長
が
説
明

（３） 平成２５年８月１５日 第１８７７号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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▼
議
長

▽
練
馬

小
泉
純
二（
６
・
２８
）

▽
川
口

宇
田
川
好
秀
（
６
・
２８
）

▽
富
士

小
山
忠
之
（
６
・
２８
）

▽
東
広
島

寺
尾
孝
治
（
６
・
２８
）

▽
あ
わ
ら

笹
原
幸
信
（
７
・
１
）

▽
富
士
宮

望
月
光
雄
（
７
・
２
）

▽
魚
沼

浅
井
守
雄
（
７
・
３
）

▼
副
議
長

▽
中
津

今
吉
次
郎
（
６
・
２７
）

▽
練
馬

吉
田
ゆ
り
こ
（
６
・
２８
）

▽
川
口

関
口
京
子
（
６
・
２８
）

▽
富
士

望
月

昇
（
６
・
２８
）

▽
東
広
島

牧
尾
良
二
（
６
・
２８
）

▽
あ
わ
ら

坪
田
正
武
（
７
・
１
）

▽
富
士
宮

村
瀬

旬
（
７
・
２
）

▽
魚
沼

星
野
武
男
（
７
・
３
）

▽
三
浦

松
原
敬
司
（
７
・
１０
）

▼
事
務
局
長

▽
東
近
江

小
梶
隆
司
（
４
・
１
）

▽
長
浜

伊
藤
喜
久
雄
（
４
・
１
）

▽
姫
路

川
谷

越
（
４
・
１
）

▽
洲
本

山
口
未
江
子
（
４
・
１
）

▽
伊
丹

西
浜
真
介
（
４
・
１
）

▽
加
古
川

本
岡
睦
夫
（
４
・
１
）

▽
西
脇

岡
村

稔
（
４
・
１
）

▽
宝
�

岸
本
和
夫
（
４
・
１
）

▽
三
田

中
岡

努
（
４
・
１
）

▽
朝
来

佐
藤
眞
悟
（
４
・
１
）

▽
淡
路

上
田
洋
輔
（
４
・
１
）

▽
橿
原

竹
林
昭
弘
（
４
・
１
）

▽
桜
井

清
水
孝
夫
（
４
・
１
）

▽
生
駒

新
谷

厚
（
４
・
１
）

▽
香
芝

松
原
秀
典
（
４
・
１
）

▽
和
歌
山

尾
崎
順
一
（
４
・
１
）

▽
米
子

白
石
久
巳
（
４
・
１
）

▽
境
港

寺
澤
敬
人
（
４
・
１
）

▽
松
江

小
山

厚
（
４
・
１
）

▽
大
田
（
島
根
）

岡
本
彰
弘
（
４
・
１
）

▽
倉
敷

八
木
敏
明
（
４
・
１
）

▽
津
山

西
田
秀
之
（
４
・
１
）

▽
笠
岡

原
田
敬
造
（
４
・
１
）

▽
瀬
戸
内

心
光
英
也
（
４
・
１
）

▽
真
庭

三
村
訓
弘
（
４
・
１
）

▽
尾
道

川
�

誠
（
４
・
１
）

▽
三
原

清
川
浩
三
（
４
・
１
）

▽
三
次

大
鎗
克
文
（
４
・
１
）

▽
府
中
（
広
島
）

武
田
英
三
（
４
・
１
）

▽
大
竹

福
重
邦
彦
（
４
・
１
）

▽
竹
原

西
口
広
祟
（
４
・
１
）

▽
廿
日
市

山
本
一
夫
（
４
・
１
）

▽
防
府

中
村
郁
夫
（
４
・
１
）

▽
岩
国

木
原

宏
（
４
・
１
）

▽
阿
南

福
永

亨
（
４
・
１
）

▽
吉
野
川

河
内
由
夫
（
４
・
１
）

▽
阿
波

姫
田

均
（
４
・
１
）

中
期
財
政
計
画
と
２６
年
度
の
概

算
要
求
基
準
を
政
府
は
８
月
８
日

に
閣
議
了
解
し
た
。
概
算
要
求
基

準
で
は
、
中
期
財
政
計
画
に
沿
い

平
成
２５
年
度
予
算
に
続
き
、
民
需

主
導
の
経
済
成
長
と
財
政
健
全
化

目
標
の
双
方
達
成
を
目
指
す
。

▼
１
面
に
中
期
財
政
計
画

２６
年
度
予
算
で
は
「
年
金
・
医

療
等
」
に
つ
い
て
、
前
年
度
当
初

予
算
額
に
自
然
増
分
の
９
９
０
０

億
円
を
加
算
し
た
範
囲
内
で
要
求

す
る
も
の
と
し
た
。
「
地
方
交
付

税
交
付
金
等
」
で
は
、
中
期
財
政

計
画
と
の
整
合
性
に
留
意
し
つ
つ

要
求
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
中
期

財
政
計
画
で
は
地
方
財
政
計
画
に

つ
い
て
、
２５
年
度
と
同
水
準
を
確

保
す
る
方
針
と
し
て
い
る
。

各
省
庁
の
「
裁
量
的
経
費
」
に

つ
い
て
は
前
年
度
予
算
額
か
ら
１０

％
を
削
減
し
て
要
求
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
が
、
成
長
戦
略
を
実
現
す

る
た
め
に
「
新
し
い
日
本
の
た
め

の
優
先
課
題
推
進
枠
」
が
設
け
ら

れ
た
。
要
求
期
限
は
８
月
末
日
。

優
先
課
題
推
進
枠
を
創
設

２２６６
年年
度度
予予
算算
のの
概概
算算
要要
求求
基基
準準

総
務
省
は
８
月
２
日
、

「
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
給
与
減
額
措
置
の
実
施

状
況
（
７
月
１
日
現
在
）
」

を
取
り
ま
と
め
た
。
同
調

査
は
２５
年
７
月
か
ら
の
地

方
公
務
員
給
与
の
減
額
要

請
に
対
し
、
各
団
体
が
ど

の
よ
う
な
措
置
を
実
施
し

て
い
る
か
を
調
査
し
た
も

の
。
１
７
８
９
団

体

を

「
都
道
府
県
」
「
指
定
都

市
」
「
市
区
町
村
」
の
３

区
分
に
分
け
調
査
結
果
の

概
要
を
公
表
し
て
い
る
。

調
査
結
果
を
み
る
と

「
指
定
都
市
」
「
市
区
町

村
」
と
も
に
「
国
の
要
請

を
踏
ま
え
た
給
与
減
額
を

実
施
済
」
と
し
た
団
体
の

割
合
が
多
く
「
指
定
都

市
」
で
６０
・
０
％
、
「
市

区
町
村
」
で
は
４５
・
０
％

の
団
体
が
実
施
。
「
現
時

点
で
国
と
同
等
の
給
与
水

準
抑
制
済
」
「
実
施
予
定

・
協
議
中
」
と
合
わ
せ
る

と
、
「
指
定
都
市
」
で
は

７５
・
０
％
、
「
市

区

町

村
」
で
は
６４
・
６
％
の
団

体
が
該
当
す
る
結
果
と
な

っ
た
。「
実
施
予
定
な
し
」

は
全
体
で
１２
・
９
％
。

【
お
知
ら
せ
】
今
号
に
掲
載
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
平
成
２４
年
１２

月
３１
日
現
在
の
「
市
議
会
議
員
報

酬
に
関
す
る
調
査
結
果
」
の
概
要

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
以
降
へ

掲
載
を
延
期
し
ま
す
。
延
期
の
理

由
は
、
調
査
結
果
に
誤
り
が
あ
っ

た
た
め
。
現
在
、
調
査
結
果
を
訂

正
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
訂
正
が

完
了
し
た
の
ち
に
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。
掲
載
が
遅
れ
ま
す
こ
と
に

対
し
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

議議
会会
人人
事事

総務省

自
治
体
に
対
す
る

給
与
の
減
額
調
査

現
時
点
で
６５
・
５
％
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